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新刊紹介
AL. レヴィーン著 『イギリス産業の停滞 1880-1914』
Industrial Retardation in Britain, 1880-1914, by A.L. Levine, 
London: Weidenfeld and Nicolson, 1967. pp. x+201. 
D.H. オールドクロフト編著
『イギリス産業の発展と外国の競争1875-1914』
The Development of British Industry a氾tForeign Competition, 
1875-1914, edited by D.H. Aldcroft, London: George Allen 
and Unwin, 1968. pp. 384. 
近年，イギリス経済史学界では1873-96年（いわゆる「大不況」期）または第1次大戦
前までの1870-1914年の期間が古典的な産業革命期と並ぷ重要な研究対象となりつつあ
る。このような学界動向が，経済の停滞性とそれからの脱出という，イギリス経済の今日
の課題と，それへの歴史的反省の高まりを反映していることはいうまでもないことで，こ
の時代の史実の的確な把握と解釈，それをめぐる論議は年をおって活発化し，その研究成
果は加速度的に増加しつつある。この動向は注目に値する。
［これまでイギリス経済史は，われわれに様ざまな問題を投げかけてきたが，わけても，
なぜイギリスが独力で真先に近代工業国になりえたか，それを成功させた基本的条件はな
にか，それはいかにして準備されたか，といった問題，つまり自生的・先駆的産業革命，
または「自生的テイク・オフ」の問題が学徒の関心を捉え，その秘密を解明することに研
究の焦点がおかれてきた。
しかし産業革命の成果を摘みおわった1針仕紀後期，成熟期のイギリス経済は今や新たな
問題を投げかけてきた。 「世界の工場」としてヴィクトリア盛期の繁栄を支えてきたイギ
リス産業が，なぜ未来に挑戦する活力を失ったか。その輸出市場はもちろん，国内市場ま
でが，なぜドイツ，アメリカの浸蝕にまかされるに至ったのか。といったイギリス経済の
停滞性をめぐる諸問題の登場がそれである。これらの問題は工業国の経済成長に多少とも
関心をもつ学徒にとっては魅力のある問題であり，わがイギリス経済史研究に，また経営
史研究に，新たな視角を提供するものである。
ここに紹介する 2書はいずれも以上の学界動向にそった研究で，レヴィーンの労作はイ
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ギリス工業における生産力の停滞性と，その原因を追究したものであり．オールドクロフ
トの編著は停滞の一因をなす外国の競争のインパクトとそれへの対応を各産業別に考察し
たものである。
レヴィーンはイギリス工業の停滞を（ドイツ・アメリカの二大工業国に比して）著しく
立ちおくれた技術と組織の面から考察し，技術の面では機械化のおくれ，生産テンポの緩
慢，電化のおくれ，鉄鋼業のおくれ，の4点をあげ，組織の面では専門化・標準化・互換
性による大量生産方式のおくれ，垂直統合のおくれによる小工場の支配，の2点を指摘す
る。次いで本書の核心に入り，それらの原因を経済・社会理論と歴史的事実の面から究明
せんとする。まず新しい生産技術の開発・導入や新しい経営管理（例えば「科学的管理
法」）に対するイギリス企業家の保守的性格，その背景をなす社会・経済的フレイムワー
ク，について分析し，社会構造の硬直性，科学技術教育の軽視，アマチュアリズムの尊重
などの諸点をとりあげて説明する。保守的メンタリティは企業家のみならず，労働者ない
し労働組合についてもいえることで，労働力の豊かさの上に，熟練労働の価値を維持せん
とする労働組合の伝統的態度が加わって，機械化のペースをおくらせたという。
われわれにとって最も興味深いのは「停滞の経済学」をあつかった章で，ここではエネ
ルギー資源の問題（石炭の豊かさ，逆に天然ガス・石油の欠如，水力発電の困難さ），大
量生産に不利な市場の規模と性格，会社組織発達の緩慢さと長期資本調達上の不利，新技
術採用における先発国の不利（いわゆる「早期スタートのハンディキャップ」），繊維や
石炭に偏した輸出構造，巨大な海外投資，非競争的ビヘイビアー，自由貿易政策，などが
取上げられ，それぞれの妥当性が検討されている。
オールドクロフトの編著は， 1875年から第一次世界大戦勃発 (1914年）まで40年間の
「イギリス産業と外国の競争」を展望した編者自身による総論と，石炭業，鉄鋼業，綿エ
業，羊毛工業，製靴業，機械工業化学工業ガラス工業，海運業について各専門家が執・
筆した各論とからなっている。
編者は，まずこの期間のイギリス経済のフレイムワークを簡単にスケッチして停滞の状
態を示したのち，停滞の重要な要因をなす内外市場の喪失の問題に入る。国際貿易におけ
るイギリスのシェアが大巾に縮小したことは， イギリスの企業家にも一斑の責任がある
が．主たる原因はやはり新工業国における輸出力の強大化であり，それに加えて，日本の
ごとき多くの小工業国における自給度の上昇にあるとする。この点では，とくに関税の掩
護射撃ードイツにおける 1879年の関税， アメリカにおけるマッキンリー関税 (1890年），
ディングリー関税 (1897年）一の下に急速に伸びてきたアメリカとドイツの工業進出が注
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目される。両国の進出によってイギリスの海外一般市場，植民地市場は大巾に浸蝕され，
世界の工業製品輸出に占めるイギリスのシェアは1884年の41.4%から1913年には29.9%に
縮小した。浸蝕されたのは海外市場のみではなかった。鉄鋼，砂糧，化学製品，繊維製
品，紙，靴，ガラス，陶器等は国内市場にまで侵入し，識者を驚かせた。 E.E.ウィリア
ムズの Madein Germany (1896) F. A. マッケンジーのAmericanInvaders (1902), 
A-ジャドウェルの IndustrialEfficiency (1906), 「タイムズ」の連載記事 'Crisisin 
Brtish Industry'(1902)など多くの出版物が警鐘を打ち嗚らし，危機感をあふった90年
代と今世紀初頭は，ちょうど両国の挑戦が最高潮に達した時期であった。
続いて編者は，このような新工業国の「侵略」が自由貿易主義のイギリスにとっては不
く 可避的なことであったのか，石炭・鉄鋼・繊維という旧来の 3つの輸出産業に偏重した産
業構造の欠陥によるのか，化学・電気工業といった新たな成長産業の開発を怠った企業家
に責任があるのか，といった若干の問題点について，そのアウトラインを示したのち，競
争のはげしかった業界，それに機敏に対応した業種，についてコメントを加え，読者を各
論へ導いていく。各論では，それぞれの業界における外国の競争の程度，それが業界に与
えた影響，および実際の国際競争力について詳述されている。
EECへの加盟問題，ボンド切下げ，海外軍事支配権の放棄，福祉予算の切詰めなど，
苦境に立つ今日のイギリスには，かって7洋に君臨した大英帝国の面影はない。しかし今
日の苦難の道は19世紀未期，すでにその兆侯をみせていた。ここに紹介した二書が読者に
それを暗示している。 一荒井政治ー一
モスコヴィッツ記念論集
『アメリカ経済における賃金・物価の
ガイドポスト政策』
Government . Wage-Price Guideposts in the American Economy, The Charles 
C. Moskowitz Lectures, No. VJI, New York University, 1967, pp. xix+82 
1. 1962年1月の大統領経済報告が， 「企業および労働組合が多大の市場力をもつ部門
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